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第42回 岡⼭⼤学 資源植物科学研究所 （2023.5.19)

12:05－12:10 (5分）︓資源植物科学研究所の概要
所⻑ 平⼭隆志

12:10－12:17 (7分）︓ゲノム編集技術で⾼品質オオムギを作る
准教授 久野 裕

12:18－12:25 (7分）︓植物分⼦を利⽤した 病原菌の感染機構解明
WTT助教 深⽥史美

12:25－12:45 (20分)  ︓質疑応答



2010より
「植物遺伝資源・ストレス科学研究拠点」

植物遺伝資源・ストレス科学の基礎研究から
SDGsへ貢献する応用展開研究まで
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次世代フィールド
統合適応科学

資源植物科学研究所：はじまりと現在

民間人の大原孫三郎によって1914年に設立された、当時、日本で唯一の農学研究所

「財団法人大原奨農会農業研究所」が前身

“深遠なる学理を研究し、これが実際的応用に依る農事の改善” を設立の目的
とし、基礎科学の研究こそが将来大きな貢献を果たすという見解を表明している。

≪概要≫

○研究内容

○主な施設・整備・資源等

資源植物の保全,機能開発,創生，環境ストレスに適応
する資源植物の基盤解明と開発に関する研究

植物科学研究棟

•研究材料提供
•研究環境の提供
•研究知識の提供

実験圃場（酸性、アルカリ
性、無施肥）、
微量生体物質・植物ホルモ
ン解析装置、
組換え植物育成装置、植物
細胞電位解析システム、
ICP-MS分析装置、光合成蒸
散測定装置、冷凍切片作成
装置、DNAシーケンサー、
隔離温室など

○組織体制

教授：10名
准教授：16名
助教：7名
クロスアポイント
特任准教授：2
特別研究員：5名
技術職員：9名
事務職員：8名

豊富な遺伝資源

≪起点≫

試験圃場・温室等施設

倉敷ゲストハウス

共同利用機器群

≪教育≫

2023.1.4

植物ストレス科学コースとして優れた研究環境を背
景に大学院教育を担当、研究者育成に貢献

「植物遺伝資源・ストレス
科学研究拠点」
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環境生物ストレスユニット

植物免疫デザイン
グループ
教　授／河野　洋治
助　教／深田　史美

環境生物ストレスユニット

植物・昆虫間
相互作用グループ
教　授／GALIS Ivan
准教授／新屋　友規

環境生物ストレスユニット

植物・微生物
相互作用グループ
教　授／鈴木　信弘　　
准教授／近藤　秀樹　　
准教授／兵頭　　究

土壌環境ストレスユニット

植物分子生理学
グループ
教　授／且原　真木　　
准教授／佐々木孝行
助　教／宇都木繁子

地球の人口は2050年までに90億人に達すると予想され
ており、この人数を支えるためには農業を根本的に変化
させなければならない。コメは最も重要な作物であり、イ
ネの改良は重要な研究課題です。 私達の究極の目標は、
イネ形質を自由自在にデザインし、生物的ストレス耐性
を付与することです。 私達は、イネ免疫の主要な因子で
ある免疫受容体と低分子量Ｇタンパク質OsRac1を中心
に研究を行っています。 免疫受容体とOsRac1機能の包
括的な理解により、イネ免疫をデザインできるようにな
ると考えています。この目標を具現化するために、ライブ
イメージングやゲノム編集などの最先端技術を組み合わ
せて研究を行っています。

植物は植食性昆虫に対する多様な防御機構を植食性
昆虫との共進化の過程で獲得しています。当研究グ
ループでは、植物・植食性昆虫間の攻防において植物
がどのようにして害虫を認識し防御機構を活性化し
ているのか、その分子機構の解明を進めています。ま
た、害虫に食害された植物は揮発性物質の放出を介
して、害虫に対する天敵を誘引することが知られて
おり、この現象を利用した持続的な害虫防除法の可
能性を探っています。

植物の生育は様々な微生物との相互作用に大きな影
響を受けています。植物に病気を引き起こすウイルス、
細菌、糸状菌はその生育に脅威となります。一方、悪
玉である植物の病原体に感染し、生物農薬として有
効利用できそうな善玉ウイルスも見つかっています。
本グループでは、ウイルスの多面性に着目し、二者（植
物-ウイルス）、三者（植物-病原糸状菌-マイコウイ
ルス）間の多様な相互作用・鬩ぎあいの研究を進めて
います。最終目的は、植物の健全な育成を図ることに
あります。

本グループでは環境ストレスに対する植物の応答と
適応機構を分子および細胞レベルでの解明を目指し
ています。具体的にはアクアポリンの多彩な生理機
能（水や過酸化水素の輸送能および一部のアクアポ
リンに見出されたイオン輸送特性）や種子形成にお
けるアクアポリンの機能、陽イオン輸送体の塩スト
レス応答における生理的役割、酸性土壌で植物の生
育を阻害するアルミニウムの生理的な影響、アルミ
ニウム耐性遺伝子のALMT1とその遺伝子ファミリー
の多様な生理機能を研究しています。

イネ免疫の包括的な理解による
免疫デザイン

植物と昆虫の相互作用を
分子レベルで解明へ

植物と善玉・悪玉ウイルスの
相互作用を紐解く

環境ストレスに応答した水や
イオンの輸送機構の研究

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pid-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/2013pii/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pmi-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/mp-hp/

環境生物ストレスユニット

植物免疫デザイン
グループ
教　授／河野　洋治
助　教／深田　史美

環境生物ストレスユニット

植物・昆虫間
相互作用グループ
教　授／GALIS Ivan
准教授／新屋　友規

環境生物ストレスユニット

植物・微生物
相互作用グループ
教　授／鈴木　信弘　　
准教授／近藤　秀樹　　
准教授／兵頭　　究

土壌環境ストレスユニット

植物分子生理学
グループ
教　授／且原　真木　　
准教授／佐々木孝行
助　教／宇都木繁子

地球の人口は2050年までに90億人に達すると予想され
ており、この人数を支えるためには農業を根本的に変化
させなければならない。コメは最も重要な作物であり、イ
ネの改良は重要な研究課題です。 私達の究極の目標は、
イネ形質を自由自在にデザインし、生物的ストレス耐性
を付与することです。 私達は、イネ免疫の主要な因子で
ある免疫受容体と低分子量Ｇタンパク質OsRac1を中心
に研究を行っています。 免疫受容体とOsRac1機能の包
括的な理解により、イネ免疫をデザインできるようにな
ると考えています。この目標を具現化するために、ライブ
イメージングやゲノム編集などの最先端技術を組み合わ
せて研究を行っています。

植物は植食性昆虫に対する多様な防御機構を植食性
昆虫との共進化の過程で獲得しています。当研究グ
ループでは、植物・植食性昆虫間の攻防において植物
がどのようにして害虫を認識し防御機構を活性化し
ているのか、その分子機構の解明を進めています。ま
た、害虫に食害された植物は揮発性物質の放出を介
して、害虫に対する天敵を誘引することが知られて
おり、この現象を利用した持続的な害虫防除法の可
能性を探っています。

植物の生育は様々な微生物との相互作用に大きな影
響を受けています。植物に病気を引き起こすウイルス、
細菌、糸状菌はその生育に脅威となります。一方、悪
玉である植物の病原体に感染し、生物農薬として有
効利用できそうな善玉ウイルスも見つかっています。
本グループでは、ウイルスの多面性に着目し、二者（植
物-ウイルス）、三者（植物-病原糸状菌-マイコウイ
ルス）間の多様な相互作用・鬩ぎあいの研究を進めて
います。最終目的は、植物の健全な育成を図ることに
あります。

本グループでは環境ストレスに対する植物の応答と
適応機構を分子および細胞レベルでの解明を目指し
ています。具体的にはアクアポリンの多彩な生理機
能（水や過酸化水素の輸送能および一部のアクアポ
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レス応答における生理的役割、酸性土壌で植物の生
育を阻害するアルミニウムの生理的な影響、アルミ
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の多様な生理機能を研究しています。
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大麦・野生植物資源研究センター
遺伝資源ユニット ゲノム育種ユニット

ゲノム育種ユニット

遺伝資源機能解析
グループ
教　授／武田　　真

遺伝資源ユニット

野生植物グループ
准教授／池田　　啓
助　教／山下　　純

遺伝資源ユニット

ゲノム多様性
グループ
教　授／佐藤　和広
准教授／最相　大輔　　
准教授／久野　　裕

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/gr-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/wp-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/gd-hp/

オオムギは世界で4番目に生産量が多い重要なイネ科
作物です。オオムギ固有の特徴として、種子と殻が接着
して分離できない｢皮麦｣であることがあげられます。
この性質は醸造に適します。一方、種子が殻から容易に
分離できる｢はだか麦｣が自然突然変異で生じ、食用に
適します。オオムギは穂先の針状突起の芒や穂表面で
光合成を活発に行うことを解明しました。私たちは、オ
オムギの種子や穂の形態・葉緑素含量、さらに種子品質、
特に健康成分である水溶性食物繊維のβ-グルカン含
量を決める有用遺伝子に注目して研究しています。原
因遺伝子を突き止め、分子レベルで機能を解明し品種
改良に貢献したいと考えています。

地球上には約30万種もの陸上植物が生育すると言わ
れています。こうした植物の多様性が生み出されて
きた大きな理由の一つは、様々な生育環境への適応
進化です。当研究室では、野生植物のゲノムに残され
た進化の歴史を紐解くことで、環境と生物の関わり
を明らかにし、地球上の多様な生物が創出・維持され
てきた仕組みを理解することを目指しています。ま
た当研究室は研究所の創立以来収集された、野生植
物の腊葉標本と約４千種の冷凍種子を保存しており、
学術研究に利用できるように整備しています。

本グループでは、東アジアの在来品種を中心に世界
中から収集されたオオムギ遺伝資源（在来品種、育成
品種・系統、実験系統、野生系統など約2万点）を利用
して、多様性の解析とその応用に関する研究を進め
ています。その内容は、（1）遺伝資源ならびにそのゲ
ノムの多様性の評価、（2）ゲノム情報の解読および関
連リソースの開発、（3）産業上有用な形質の遺伝解
析と改良手法の開発などです。オオムギリソースの
収集・保存・配布については文部科学省が推進するナ
ショナルバイオリソースプロジェクトからの支援を
受けており、国内外の研究コミュニティーに貢献し
ています。

オオムギにおける種子成分と
穂の形態･機能の分子遺伝学

植物の進化を理解し、役立てる

オオムギ遺伝資源の
ゲノム多様性解析とその応用

環境生物ストレスユニット

植物環境微生物学
グループ
准教授／谷　　明生　　
准教授／植木　尚子

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pem-hp/

植物が放出するメタノールを利用して葉上で共生す
るMethylobacterium属細菌は、植物の生育を促進す
る能力があることに加え、メタノール代謝経路に、生
物には必要でないと考えられてきたランタノイドに
依存する酵素を持っています。その重要性を遺伝学
的・生化学的に検証しています。一方、赤潮を形成す
る藻類と海洋細菌やウイルスとの相互作用について
も研究を行なっています。赤潮及びその終結因子で
あるウイルスと、赤潮藻類の増殖を促進する細菌の
三者の種間関係を分子・細胞レベルで読み解くこと
を目的として研究を進めています。

植物・藻類と微生物・ウイルスの
共生を分子レベルで紐解く

土壌環境ストレスユニット

植物ストレス学
グループ
教　授／馬　　建鋒　　　　
准教授／山地　直樹　　
准教授／三谷奈見季　　
助　教／小西　範幸

大気環境ストレスユニット

環境機能分子
開発グループ
准教授／杉本　　学　　
助　教／力石　和英

大気環境ストレスユニット

環境応答機構
研究グループ
教　授／平山　隆志
准教授／森　　　泉　　
准教授／池田　陽子

大気環境ストレスユニット

光環境適応
研究グループ
教　授／坂本　　亘　　
准教授／松島　　良
助　教／桶川　友季

植物は土壌に根を下ろし、水とともに土壌中の様々
なミネラルを吸収することで独立栄養を営んでいま
す。ミネラルの不足や過剰によるストレスは植物に
様々な生育障害を引き起こします。しかし植物は長
い進化の過程で、これらのストレスを克服する巧み
な戦略を獲得してきました。当研究グループでは、植
物の生育に必須、有益および有害なミネラルの吸収・
分配・蓄積のメカニズムを個体レベルから遺伝子レ
ベルまで解明し、安心・安全で安定した作物生産に寄
与することを目指しています。

植物は様々な地球環境下で各種ストレスと闘いなが
ら適応する仕組みを発達させ、必要に応じた遺伝子
やタンパク質の発現を伴って無数の細胞が分裂・分
化・増殖を繰り返し、成長しています。当研究グルー
プでは、環境ストレスに対する植物の耐性獲得に関
与する酵素、タンパク質、発現制御因子やその機能に
ついて生化学的および分子生物学的手法を用いて明
らかにして劣悪環境や極限環境で生育可能な作物の
開発を行い、食料不足や環境悪化など人類が直面す
る課題の解決に役立てることを目指しています。

移動が出来ない植物は、生育環境が如何に変化して
もそれに適応することが求められます。実際、植物は
環境の変化を機敏に察知し応答することがわかって
います。しかし、動物のような神経系や脳を持たない
植物が、どのように各組織で認知した環境の情報を
統合・分析し個体として最適な対応を決定している
のかは、まだよくわかっていません。当研究グループ
は、この問題に答えるため、環境ストレス応答に関連
した植物ホルモン応答やクロマチン制御等を対象に、
生理学、分子生物学、分子遺伝学的手法などを用いて
研究を進め、これらの理解と得られた知見を活用し
たストレス耐性作物作成を目指しています。

生命の生存に必要な地球の大気環境は、植物の光合
成で水から酸素を発生して化学エネルギーに変換し、
二酸化炭素を有機物に変換することで保たれていま
す。光合成は細胞の葉緑体で行われ、精巧な仕組みで
その恒常性を保持しています。例えば植物は、強すぎ
る光や日々刻々と変化する光環境にうまく適応しな
がら、障害を最小限に抑える巧みな仕組みで光合成
能を維持しています。私達のグループでは、光合成と
葉緑体の分化・機能維持に関わる基本作用を分子細
胞レベルで明らかにし、作物の生産性向上や品種改
良に役立てる研究を進めています。

ミネラルストレスを克服する
植物の知恵

分子の機能を活用して
未来社会を支える植物を開発する

植物は環境の変化をどのように捉え
応答するのか？

光合成と葉緑体から植物を理解し、
役立てる

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/ps-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pgm-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/ers-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pla-hp/

植物ストレス科学共同研究コア
大気環境ストレスユニット 土壌環境ストレスユニット 環境生物ストレスユニット

土壌環境ストレスユニット

植物ストレス学
グループ
教　授／馬　　建鋒　　　　
准教授／山地　直樹　　
准教授／三谷奈見季　　
助　教／小西　範幸

大気環境ストレスユニット

環境機能分子
開発グループ
准教授／杉本　　学　　
助　教／力石　和英

大気環境ストレスユニット

環境応答機構
研究グループ
教　授／平山　隆志
准教授／森　　　泉　　
准教授／池田　陽子

大気環境ストレスユニット

光環境適応
研究グループ
教　授／坂本　　亘　　
准教授／松島　　良
助　教／桶川　友季

植物は土壌に根を下ろし、水とともに土壌中の様々
なミネラルを吸収することで独立栄養を営んでいま
す。ミネラルの不足や過剰によるストレスは植物に
様々な生育障害を引き起こします。しかし植物は長
い進化の過程で、これらのストレスを克服する巧み
な戦略を獲得してきました。当研究グループでは、植
物の生育に必須、有益および有害なミネラルの吸収・
分配・蓄積のメカニズムを個体レベルから遺伝子レ
ベルまで解明し、安心・安全で安定した作物生産に寄
与することを目指しています。

植物は様々な地球環境下で各種ストレスと闘いなが
ら適応する仕組みを発達させ、必要に応じた遺伝子
やタンパク質の発現を伴って無数の細胞が分裂・分
化・増殖を繰り返し、成長しています。当研究グルー
プでは、環境ストレスに対する植物の耐性獲得に関
与する酵素、タンパク質、発現制御因子やその機能に
ついて生化学的および分子生物学的手法を用いて明
らかにして劣悪環境や極限環境で生育可能な作物の
開発を行い、食料不足や環境悪化など人類が直面す
る課題の解決に役立てることを目指しています。

移動が出来ない植物は、生育環境が如何に変化して
もそれに適応することが求められます。実際、植物は
環境の変化を機敏に察知し応答することがわかって
います。しかし、動物のような神経系や脳を持たない
植物が、どのように各組織で認知した環境の情報を
統合・分析し個体として最適な対応を決定している
のかは、まだよくわかっていません。当研究グループ
は、この問題に答えるため、環境ストレス応答に関連
した植物ホルモン応答やクロマチン制御等を対象に、
生理学、分子生物学、分子遺伝学的手法などを用いて
研究を進め、これらの理解と得られた知見を活用し
たストレス耐性作物作成を目指しています。

生命の生存に必要な地球の大気環境は、植物の光合
成で水から酸素を発生して化学エネルギーに変換し、
二酸化炭素を有機物に変換することで保たれていま
す。光合成は細胞の葉緑体で行われ、精巧な仕組みで
その恒常性を保持しています。例えば植物は、強すぎ
る光や日々刻々と変化する光環境にうまく適応しな
がら、障害を最小限に抑える巧みな仕組みで光合成
能を維持しています。私達のグループでは、光合成と
葉緑体の分化・機能維持に関わる基本作用を分子細
胞レベルで明らかにし、作物の生産性向上や品種改
良に役立てる研究を進めています。

ミネラルストレスを克服する
植物の知恵

分子の機能を活用して
未来社会を支える植物を開発する

植物は環境の変化をどのように捉え
応答するのか？

光合成と葉緑体から植物を理解し、
役立てる

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/ps-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pgm-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/ers-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pla-hp/

植物ストレス科学共同研究コア
大気環境ストレスユニット 土壌環境ストレスユニット 環境生物ストレスユニット

土壌環境ストレスユニット

植物ストレス学
グループ
教　授／馬　　建鋒　　　　
准教授／山地　直樹　　
准教授／三谷奈見季　　
助　教／小西　範幸

大気環境ストレスユニット

環境機能分子
開発グループ
准教授／杉本　　学　　
助　教／力石　和英

大気環境ストレスユニット

環境応答機構
研究グループ
教　授／平山　隆志
准教授／森　　　泉　　
准教授／池田　陽子

大気環境ストレスユニット

光環境適応
研究グループ
教　授／坂本　　亘　　
准教授／松島　　良
助　教／桶川　友季

植物は土壌に根を下ろし、水とともに土壌中の様々
なミネラルを吸収することで独立栄養を営んでいま
す。ミネラルの不足や過剰によるストレスは植物に
様々な生育障害を引き起こします。しかし植物は長
い進化の過程で、これらのストレスを克服する巧み
な戦略を獲得してきました。当研究グループでは、植
物の生育に必須、有益および有害なミネラルの吸収・
分配・蓄積のメカニズムを個体レベルから遺伝子レ
ベルまで解明し、安心・安全で安定した作物生産に寄
与することを目指しています。

植物は様々な地球環境下で各種ストレスと闘いなが
ら適応する仕組みを発達させ、必要に応じた遺伝子
やタンパク質の発現を伴って無数の細胞が分裂・分
化・増殖を繰り返し、成長しています。当研究グルー
プでは、環境ストレスに対する植物の耐性獲得に関
与する酵素、タンパク質、発現制御因子やその機能に
ついて生化学的および分子生物学的手法を用いて明
らかにして劣悪環境や極限環境で生育可能な作物の
開発を行い、食料不足や環境悪化など人類が直面す
る課題の解決に役立てることを目指しています。

移動が出来ない植物は、生育環境が如何に変化して
もそれに適応することが求められます。実際、植物は
環境の変化を機敏に察知し応答することがわかって
います。しかし、動物のような神経系や脳を持たない
植物が、どのように各組織で認知した環境の情報を
統合・分析し個体として最適な対応を決定している
のかは、まだよくわかっていません。当研究グループ
は、この問題に答えるため、環境ストレス応答に関連
した植物ホルモン応答やクロマチン制御等を対象に、
生理学、分子生物学、分子遺伝学的手法などを用いて
研究を進め、これらの理解と得られた知見を活用し
たストレス耐性作物作成を目指しています。

生命の生存に必要な地球の大気環境は、植物の光合
成で水から酸素を発生して化学エネルギーに変換し、
二酸化炭素を有機物に変換することで保たれていま
す。光合成は細胞の葉緑体で行われ、精巧な仕組みで
その恒常性を保持しています。例えば植物は、強すぎ
る光や日々刻々と変化する光環境にうまく適応しな
がら、障害を最小限に抑える巧みな仕組みで光合成
能を維持しています。私達のグループでは、光合成と
葉緑体の分化・機能維持に関わる基本作用を分子細
胞レベルで明らかにし、作物の生産性向上や品種改
良に役立てる研究を進めています。

ミネラルストレスを克服する
植物の知恵

分子の機能を活用して
未来社会を支える植物を開発する

植物は環境の変化をどのように捉え
応答するのか？

光合成と葉緑体から植物を理解し、
役立てる

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/ps-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pgm-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/ers-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pla-hp/

植物ストレス科学共同研究コア
大気環境ストレスユニット 土壌環境ストレスユニット 環境生物ストレスユニット

環境生物ストレスユニット

植物免疫デザイン
グループ
教　授／河野　洋治
助　教／深田　史美

環境生物ストレスユニット

植物・昆虫間
相互作用グループ
教　授／GALIS Ivan
准教授／新屋　友規

環境生物ストレスユニット

植物・微生物
相互作用グループ
教　授／鈴木　信弘　　
准教授／近藤　秀樹　　
准教授／兵頭　　究

土壌環境ストレスユニット

植物分子生理学
グループ
教　授／且原　真木　　
准教授／佐々木孝行
助　教／宇都木繁子

地球の人口は2050年までに90億人に達すると予想され
ており、この人数を支えるためには農業を根本的に変化
させなければならない。コメは最も重要な作物であり、イ
ネの改良は重要な研究課題です。 私達の究極の目標は、
イネ形質を自由自在にデザインし、生物的ストレス耐性
を付与することです。 私達は、イネ免疫の主要な因子で
ある免疫受容体と低分子量Ｇタンパク質OsRac1を中心
に研究を行っています。 免疫受容体とOsRac1機能の包
括的な理解により、イネ免疫をデザインできるようにな
ると考えています。この目標を具現化するために、ライブ
イメージングやゲノム編集などの最先端技術を組み合わ
せて研究を行っています。

植物は植食性昆虫に対する多様な防御機構を植食性
昆虫との共進化の過程で獲得しています。当研究グ
ループでは、植物・植食性昆虫間の攻防において植物
がどのようにして害虫を認識し防御機構を活性化し
ているのか、その分子機構の解明を進めています。ま
た、害虫に食害された植物は揮発性物質の放出を介
して、害虫に対する天敵を誘引することが知られて
おり、この現象を利用した持続的な害虫防除法の可
能性を探っています。

植物の生育は様々な微生物との相互作用に大きな影
響を受けています。植物に病気を引き起こすウイルス、
細菌、糸状菌はその生育に脅威となります。一方、悪
玉である植物の病原体に感染し、生物農薬として有
効利用できそうな善玉ウイルスも見つかっています。
本グループでは、ウイルスの多面性に着目し、二者（植
物-ウイルス）、三者（植物-病原糸状菌-マイコウイ
ルス）間の多様な相互作用・鬩ぎあいの研究を進めて
います。最終目的は、植物の健全な育成を図ることに
あります。

本グループでは環境ストレスに対する植物の応答と
適応機構を分子および細胞レベルでの解明を目指し
ています。具体的にはアクアポリンの多彩な生理機
能（水や過酸化水素の輸送能および一部のアクアポ
リンに見出されたイオン輸送特性）や種子形成にお
けるアクアポリンの機能、陽イオン輸送体の塩スト
レス応答における生理的役割、酸性土壌で植物の生
育を阻害するアルミニウムの生理的な影響、アルミ
ニウム耐性遺伝子のALMT1とその遺伝子ファミリー
の多様な生理機能を研究しています。

イネ免疫の包括的な理解による
免疫デザイン

植物と昆虫の相互作用を
分子レベルで解明へ

植物と善玉・悪玉ウイルスの
相互作用を紐解く

環境ストレスに応答した水や
イオンの輸送機構の研究

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pid-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/2013pii/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pmi-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/mp-hp/

土壌環境ストレスユニット

植物ストレス学
グループ
教　授／馬　　建鋒　　　　
准教授／山地　直樹　　
准教授／三谷奈見季　　
助　教／小西　範幸

大気環境ストレスユニット

環境機能分子
開発グループ
准教授／杉本　　学　　
助　教／力石　和英

大気環境ストレスユニット

環境応答機構
研究グループ
教　授／平山　隆志
准教授／森　　　泉　　
准教授／池田　陽子

大気環境ストレスユニット

光環境適応
研究グループ
教　授／坂本　　亘　　
准教授／松島　　良
助　教／桶川　友季

植物は土壌に根を下ろし、水とともに土壌中の様々
なミネラルを吸収することで独立栄養を営んでいま
す。ミネラルの不足や過剰によるストレスは植物に
様々な生育障害を引き起こします。しかし植物は長
い進化の過程で、これらのストレスを克服する巧み
な戦略を獲得してきました。当研究グループでは、植
物の生育に必須、有益および有害なミネラルの吸収・
分配・蓄積のメカニズムを個体レベルから遺伝子レ
ベルまで解明し、安心・安全で安定した作物生産に寄
与することを目指しています。

植物は様々な地球環境下で各種ストレスと闘いなが
ら適応する仕組みを発達させ、必要に応じた遺伝子
やタンパク質の発現を伴って無数の細胞が分裂・分
化・増殖を繰り返し、成長しています。当研究グルー
プでは、環境ストレスに対する植物の耐性獲得に関
与する酵素、タンパク質、発現制御因子やその機能に
ついて生化学的および分子生物学的手法を用いて明
らかにして劣悪環境や極限環境で生育可能な作物の
開発を行い、食料不足や環境悪化など人類が直面す
る課題の解決に役立てることを目指しています。

移動が出来ない植物は、生育環境が如何に変化して
もそれに適応することが求められます。実際、植物は
環境の変化を機敏に察知し応答することがわかって
います。しかし、動物のような神経系や脳を持たない
植物が、どのように各組織で認知した環境の情報を
統合・分析し個体として最適な対応を決定している
のかは、まだよくわかっていません。当研究グループ
は、この問題に答えるため、環境ストレス応答に関連
した植物ホルモン応答やクロマチン制御等を対象に、
生理学、分子生物学、分子遺伝学的手法などを用いて
研究を進め、これらの理解と得られた知見を活用し
たストレス耐性作物作成を目指しています。

生命の生存に必要な地球の大気環境は、植物の光合
成で水から酸素を発生して化学エネルギーに変換し、
二酸化炭素を有機物に変換することで保たれていま
す。光合成は細胞の葉緑体で行われ、精巧な仕組みで
その恒常性を保持しています。例えば植物は、強すぎ
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胞レベルで明らかにし、作物の生産性向上や品種改
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ミネラルストレスを克服する
植物の知恵

分子の機能を活用して
未来社会を支える植物を開発する

植物は環境の変化をどのように捉え
応答するのか？

光合成と葉緑体から植物を理解し、
役立てる

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/ps-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pgm-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/ers-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pla-hp/

植物ストレス科学共同研究コア
大気環境ストレスユニット 土壌環境ストレスユニット 環境生物ストレスユニット

資源植物科学研究所の研究

ほぼ全ての植物ストレス応答の研究をカバー

ウイルス

害虫・傷害

病原菌

共生微生物

ミネラル関連ストレス

水ストレス

強光ストレス

UV、宇宙線

植物ホルモン応答
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岡山大学長のリーダーシップのもと2019年に海
外から特任教授を招聘し International Research 
Center Formation Program to Accelerate 
Okayama University Reformとして発足しました。
光合成は柔軟に環境適応して効率的に光の持つエネ
ルギーを取り込み植物の生育に重要な役割を果たし
ています。私達はタンパク質複合体の機能と構造を
連携させ環境適応の分子機構を明らかにするため、
目まぐるしく変動するタンパク質複合体の翻訳後修
飾や数多くの因子が行う光合成の制御機構を多くの
実験手法を駆使して様々な視点から研究しています。

RECTOR
プログラム
特任教授／HIPPLER Michael
助　　教／小澤真一郎
　

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
RECTOR/

もっと光を食べるため、
植物が光を糧にする機構を描く

次世代作物共同研究コア

ゲノム育種ユニット

統合ゲノム
育種グループ
教　授／山本　敏央
准教授／長岐　清孝　　　
助　教／古田　智敬

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/ng-hp/
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准教授／山地　直樹（兼任）
准教授／最相　大輔（兼任）
准教授／近藤　秀樹（兼任）
教　授／山本　敏央（兼任）

本チームは2017年末からスタートした分野横断
的なチームです。研究所圃場ではイネとオオムギ
の二毛作を継続的に行っており、またそれぞれの
単一圃場、及び無施肥圃場を保持しています。植物

（作物）の生育や収量は、それらの遺伝的形質、及び
それに規定される表現型だけでなく、環境要因にも
左右されます。
本チームでは圃場という実際の農業環境において、マ
ルチオミクス解析を駆使し、作物の生育と土壌イオン、
根圏微生物叢が年間を通じて変遷する様をモニタリ
ングし、それらの間に存在する関連性を探ります。

二毛作での植物生育と環境要因を
網羅的計測で関連づける

作物・環境デザイン
研究チーム
准教授／最相　大輔（兼任）
准教授／池田　陽子（兼任）
准教授／谷　　明生（兼任）
准教授／山地　直樹（兼任）
助　教／古田　智敬（兼任）

持続的農業生産のためには、栽培環境の季節変動、
適応的な作物の遺伝子型そしてそれらの相互作用
を理解し育種に繋げていくことが必要である。本
チームでは、植物研で継続的に取得してきたオオ

ムギ遺伝資源の複数年、複数環境での農業形質デー
タおよび、イネ・オオムギの二毛作圃場における土
壌ミネラル、根圏微生物叢、圃場環境データをプロ
ジェクトの原資として、作物遺伝資源×環境相互作
用の遺伝構造に関する理解を深化させ、数理モデル
による形質影響予測から多系交配集団などのリソー
スを使った検証研究への展開を図る。
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准教授／三谷奈見季（兼任）

本研究チームは、主要作物のひとつであるオオム
ギの遺伝子改変技術の精度を高める研究を行って
います。この技術は、人類が直面している食糧問題
や環境問題を克服するために重要です。例えば、生

物的ストレス耐性や環境ストレス耐性の向上など、
作物生産に関わる様々な農業形質（性質）の改良を、
通常の品種改良よりも短時間で可能にします。現在、
オオムギの種子成分の改良の研究や圃場でオオム
ギに潜在感染するウイルスの解明を進めています。
これらの研究を進めることにより『作物機能イノ
ベーション研究拠点の構築』を目指します。

オオムギを用いた作物機能
イノベーション研究拠点の構築

大麦・野生植物資源研究センター
遺伝資源ユニット ゲノム育種ユニット

ゲノム育種ユニット

遺伝資源機能解析
グループ
教　授／武田　　真

遺伝資源ユニット

野生植物グループ
准教授／池田　　啓
助　教／山下　　純

遺伝資源ユニット

ゲノム多様性
グループ
教　授／佐藤　和広
准教授／最相　大輔　　
准教授／久野　　裕

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/gr-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/wp-hp/

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/gd-hp/

オオムギは世界で4番目に生産量が多い重要なイネ科
作物です。オオムギ固有の特徴として、種子と殻が接着
して分離できない｢皮麦｣であることがあげられます。
この性質は醸造に適します。一方、種子が殻から容易に
分離できる｢はだか麦｣が自然突然変異で生じ、食用に
適します。オオムギは穂先の針状突起の芒や穂表面で
光合成を活発に行うことを解明しました。私たちは、オ
オムギの種子や穂の形態・葉緑素含量、さらに種子品質、
特に健康成分である水溶性食物繊維のβ-グルカン含
量を決める有用遺伝子に注目して研究しています。原
因遺伝子を突き止め、分子レベルで機能を解明し品種
改良に貢献したいと考えています。

地球上には約30万種もの陸上植物が生育すると言わ
れています。こうした植物の多様性が生み出されて
きた大きな理由の一つは、様々な生育環境への適応
進化です。当研究室では、野生植物のゲノムに残され
た進化の歴史を紐解くことで、環境と生物の関わり
を明らかにし、地球上の多様な生物が創出・維持され
てきた仕組みを理解することを目指しています。ま
た当研究室は研究所の創立以来収集された、野生植
物の腊葉標本と約４千種の冷凍種子を保存しており、
学術研究に利用できるように整備しています。

本グループでは、東アジアの在来品種を中心に世界
中から収集されたオオムギ遺伝資源（在来品種、育成
品種・系統、実験系統、野生系統など約2万点）を利用
して、多様性の解析とその応用に関する研究を進め
ています。その内容は、（1）遺伝資源ならびにそのゲ
ノムの多様性の評価、（2）ゲノム情報の解読および関
連リソースの開発、（3）産業上有用な形質の遺伝解
析と改良手法の開発などです。オオムギリソースの
収集・保存・配布については文部科学省が推進するナ
ショナルバイオリソースプロジェクトからの支援を
受けており、国内外の研究コミュニティーに貢献し
ています。

オオムギにおける種子成分と
穂の形態･機能の分子遺伝学

植物の進化を理解し、役立てる

オオムギ遺伝資源の
ゲノム多様性解析とその応用

環境生物ストレスユニット

植物環境微生物学
グループ
准教授／谷　　明生　　
准教授／植木　尚子

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pem-hp/

植物が放出するメタノールを利用して葉上で共生す
るMethylobacterium属細菌は、植物の生育を促進す
る能力があることに加え、メタノール代謝経路に、生
物には必要でないと考えられてきたランタノイドに
依存する酵素を持っています。その重要性を遺伝学
的・生化学的に検証しています。一方、赤潮を形成す
る藻類と海洋細菌やウイルスとの相互作用について
も研究を行なっています。赤潮及びその終結因子で
あるウイルスと、赤潮藻類の増殖を促進する細菌の
三者の種間関係を分子・細胞レベルで読み解くこと
を目的として研究を進めています。

植物・藻類と微生物・ウイルスの
共生を分子レベルで紐解く
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本グループでは、東アジアの在来品種を中心に世界
中から収集されたオオムギ遺伝資源（在来品種、育成
品種・系統、実験系統、野生系統など約2万点）を利用
して、多様性の解析とその応用に関する研究を進め
ています。その内容は、（1）遺伝資源ならびにそのゲ
ノムの多様性の評価、（2）ゲノム情報の解読および関
連リソースの開発、（3）産業上有用な形質の遺伝解
析と改良手法の開発などです。オオムギリソースの
収集・保存・配布については文部科学省が推進するナ
ショナルバイオリソースプロジェクトからの支援を
受けており、国内外の研究コミュニティーに貢献し
ています。

オオムギにおける種子成分と
穂の形態･機能の分子遺伝学

植物の進化を理解し、役立てる

オオムギ遺伝資源の
ゲノム多様性解析とその応用

環境生物ストレスユニット

植物環境微生物学
グループ
准教授／谷　　明生　　
准教授／植木　尚子

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/pem-hp/

植物が放出するメタノールを利用して葉上で共生す
るMethylobacterium属細菌は、植物の生育を促進す
る能力があることに加え、メタノール代謝経路に、生
物には必要でないと考えられてきたランタノイドに
依存する酵素を持っています。その重要性を遺伝学
的・生化学的に検証しています。一方、赤潮を形成す
る藻類と海洋細菌やウイルスとの相互作用について
も研究を行なっています。赤潮及びその終結因子で
あるウイルスと、赤潮藻類の増殖を促進する細菌の
三者の種間関係を分子・細胞レベルで読み解くこと
を目的として研究を進めています。

植物・藻類と微生物・ウイルスの
共生を分子レベルで紐解く

岡山大学長のリーダーシップのもと2019年に海
外から特任教授を招聘し International Research 
Center Formation Program to Accelerate 
Okayama University Reformとして発足しました。
光合成は柔軟に環境適応して効率的に光の持つエネ
ルギーを取り込み植物の生育に重要な役割を果たし
ています。私達はタンパク質複合体の機能と構造を
連携させ環境適応の分子機構を明らかにするため、
目まぐるしく変動するタンパク質複合体の翻訳後修
飾や数多くの因子が行う光合成の制御機構を多くの
実験手法を駆使して様々な視点から研究しています。

RECTOR
プログラム
特任教授／HIPPLER Michael
助　　教／小澤真一郎
　

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
RECTOR/

もっと光を食べるため、
植物が光を糧にする機構を描く

次世代作物共同研究コア

ゲノム育種ユニット

統合ゲノム
育種グループ
教　授／山本　敏央
准教授／長岐　清孝　　　
助　教／古田　智敬

https://www.rib.okayama-u.ac.jp/
research/ng-hp/

地球規模の急激な環境変化は、食料および農業をと
りまく環境にも影響を及ぼしています。安定した食
料生産と持続可能な農業環境を保つためには、環境
変化に適応可能な新しい特性を持った作物を短期間
で開発する必要があります。私たちの研究グループ
では、イネの生産性や環境ストレス耐性を研究対象
として、品種改良の原動力である膨大なイネ遺伝資
源の特徴をゲノム構成の観点から明らかにし、さま
ざまな育種目標に対応可能な遺伝子（群）を見出す方
法を研究しています。また、染色体工学を新しい育種
法開発に繋げることを念頭に、交雑育種における染
色体の動態を明らかにする研究を行っています。

ゲノムと染色体動態を理解し、
育種を創造する

作物デザイン
研究チーム
特任准教授／金　　俊植 植物の環境応答に関する多様なデータを統合的に

利用して、作物生産に有用な遺伝子の探索を加速す
ることを目指しています。作物の環境適応性に関
わる有用遺伝子を探索するには、野外環境における

作物の遺伝子と環境の相互作用の理解が不可欠で
す。作物が生育期間を通してどのように周囲の環
境変化に応答するかを様々な網羅的な計測技術を
用いて明らかにします。また、収集した様々なデー
タに基づいて、作物の農業形質を計算機で予測する
方法論の開発にも取り組んでいます。

遺伝子から成長・発生まで、
作物の環境応答をデジタル化する

フィールドフローラ
研究チーム
准教授／谷　　明生（兼任）
准教授／山地　直樹（兼任）
准教授／最相　大輔（兼任）
准教授／近藤　秀樹（兼任）
教　授／山本　敏央（兼任）

本チームは2017年末からスタートした分野横断
的なチームです。研究所圃場ではイネとオオムギ
の二毛作を継続的に行っており、またそれぞれの
単一圃場、及び無施肥圃場を保持しています。植物

（作物）の生育や収量は、それらの遺伝的形質、及び
それに規定される表現型だけでなく、環境要因にも
左右されます。
本チームでは圃場という実際の農業環境において、マ
ルチオミクス解析を駆使し、作物の生育と土壌イオン、
根圏微生物叢が年間を通じて変遷する様をモニタリ
ングし、それらの間に存在する関連性を探ります。

二毛作での植物生育と環境要因を
網羅的計測で関連づける

作物・環境デザイン
研究チーム
准教授／最相　大輔（兼任）
准教授／池田　陽子（兼任）
准教授／谷　　明生（兼任）
准教授／山地　直樹（兼任）
助　教／古田　智敬（兼任）

持続的農業生産のためには、栽培環境の季節変動、
適応的な作物の遺伝子型そしてそれらの相互作用
を理解し育種に繋げていくことが必要である。本
チームでは、植物研で継続的に取得してきたオオ

ムギ遺伝資源の複数年、複数環境での農業形質デー
タおよび、イネ・オオムギの二毛作圃場における土
壌ミネラル、根圏微生物叢、圃場環境データをプロ
ジェクトの原資として、作物遺伝資源×環境相互作
用の遺伝構造に関する理解を深化させ、数理モデル
による形質影響予測から多系交配集団などのリソー
スを使った検証研究への展開を図る。

作物遺伝資源×環境相互作用を
理解して育種に繋ぐ

特任准教授／金　　俊植

作物機能イノベーション
研究チーム
准教授／久野　　裕（兼任）　　
准教授／近藤　秀樹（兼任）　
准教授／松島　　良（兼任）
准教授／三谷奈見季（兼任）

本研究チームは、主要作物のひとつであるオオム
ギの遺伝子改変技術の精度を高める研究を行って
います。この技術は、人類が直面している食糧問題
や環境問題を克服するために重要です。例えば、生

物的ストレス耐性や環境ストレス耐性の向上など、
作物生産に関わる様々な農業形質（性質）の改良を、
通常の品種改良よりも短時間で可能にします。現在、
オオムギの種子成分の改良の研究や圃場でオオム
ギに潜在感染するウイルスの解明を進めています。
これらの研究を進めることにより『作物機能イノ
ベーション研究拠点の構築』を目指します。

オオムギを用いた作物機能
イノベーション研究拠点の構築

資源植物科学研究所の研究

異分野融合的国際研究
(光合成系の構造生物学)

研究所横断的作物デザイン研究チーム

(若手主導の開拓的先端研究組織）

オオムギ遺伝資源

イネ遺伝資源

オオムギ遺伝学

野生植物

知見や遺伝資源を活用した研究展開の推進
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資源植物科学研究所の研究クオリティー

高インパクト論文数による研究機関ランキングに
貢献

2022年4月 Clarivate Analytics発表

当研究所のTop10％論文は193報（2013-2022）。これらの

報告は、業績が特に突出した一部の教員のみによって実

施されたわけではなく、在籍する助教以上の常勤教員の

80％以上がこれらの論文の発表に著者として貢献。

外部資金獲得状況
91％の助教以上の常勤職員が、何らかの科研費を代表と

して取得して研究を実施している（R4年度時点）。特に、新

学術領域、特別推進、基盤S、JST-CREST・さきがけ、ナ

ショナルバイオリソースプロジェクト、などの大型研究予算

を代表として獲得している。

植物・動物学分野

国内外で認められた研究クオリティー
紫綬褒章、学士院賞、木原記念財団学術賞、米国

植物生理学会終身会員賞、日本農学賞、日本植物

生理学会賞、Clarivate Analytics社の高被引用論文

著者、などの受賞者を輩出。

共同研究実績
年間約50件の拠点共同研究（これまでに620件超）、

年間約100名が来所、過去5年間で共同研究者が筆

頭著者の発表論文は69報。

国際性豊かな研究環境
外国人教授1名、外国人クロスアポイントメント教員1

名、大学院生の半数が留学生、発表論文の約60％

が国際共著論文。
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資源植物科学研究所の研究クオリティー

イネのカドミウム集積に関わる遺伝子の同定により低カドミウム蓄積イネの育成に成功

世界の土壌は工業化や都市化により有

毒なカドミウムによる汚染が広がって

います。ヒトが摂取するカドミウムの

半分程がコメに由来すると言われてい

ます。馬教授らの研究グループは、イ

ネのカドミウム集積能力の品種間差に

着目して研究を進め、カドミウム低集

積の品種ではカドミウムとマンガンの

輸送体であるNramp5の遺伝子が重複

し、その発現量が高いことを見出しま

した。この遺伝子を交配の繰り返しに

よりコシヒカリに導入したところ、収

量と食味は変わらずカドミウムの蓄積

が低いコメを作ることに成功しまし

た。基礎科学的な研究成果を基盤に有

用な作物を作成し、社会に貢献する典

型的な研究例と言えます。

NATURE FOOD | VOL 3 | AUGUST 2022 | 597–607 | 
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資源植物科学研究所のポテンシャル
を活かす統合的研究の推進今後の研究展開：

.

..

先制育種技術
将来予測された気候に適
した（頑健な）作物の育種

豊富な遺伝資源

代表的䛺研究成果

䜸䜸䝮䜼種子休眠性 䜲䝛䛾䝸䞁酸䝖䝷䞁䝇䝫䞊䝍䞊

䝡䞊䝹醸造䜔農業生産䛻関䜟䜛䜸䜸䝮䜼䛾
主要䛺種子休眠性遺伝子䛂QƐdϭ䠄䡳䡩䡬䡰䡹䡿䢚䡤䡬
䢘䢙䠅䛃䛜種子䛾胚䛾中䛷特異的䛻作用䛧䚸植
物種子䛾休眠性䛷䛿報告䛾䛺䛔䜰䝷䝙䞁䜰䝭
䝜酸転移酵素䜢制御䛧䛶休眠䛻関䜟䜛仕組䜏
䜢世界䛷初䜑䛶解明䛧䜎䛧䛯䚹
Saƚo eƚ al͘ ;ϮϬϭϲͿ NaƚƵƌe CommƵnicaƚionƐ

休眠型䠄左䠅䛸非休眠型䠄右䠅䛾発芽

䝸䞁䛿植物䛾必須元素䛷䛒䜛䛜䚸種子䜈
䛾䝸䞁䛾過剰䛺蓄積䛿富栄養化䜔栄養価
䛾低下䜢䜒䛯䜙䛩䚹我䚻䛿䜲䝛種子䜈䛾䝸
䞁䛾分配䛻必要䛺輸送体SPDT䜢同定䛧䛯䚹
䛣䛾輸送体䜢破壊䛩䜛䛸䚸収量䛻䛿䜋䛸䜣
䛹影響䛺䛟䚸種子中䛾䝣䜱䝏䞁酸濃度䛜ϮͲϯ
割低下䛧䛯䚹 Yamaji eƚ al͘ NaƚƵƌe ;ϮϬϭϳͿ

䠔

蓄積された植物スト

レス科学知見
高い研究能力

基礎植物科学との連携

新規研究手法の開発・利用

国際研究機関との連携

民間企業との連携

人材育成

植物科学の
社会実装

1万4千を超える世界有数の

オオムギ系統や有用性の
高いイネ遺伝解析集団

Top10%論文：109報(2018-22)
その割合：全論文の21%

農業形質遺伝
要因

環境
要因 AI利用の形質予測

モデル構築技術

紫綬褒章者、高被引

用論文著者、日本農
学賞者、日本植物生
理学会賞者、高外部
資金獲得率、など

クロアポ制度を活用した

データ科学との融合研究

MOU締結先研究機関との連携

RECTORプロジェクトの推進

フェローシップ制度

若手研究者育成パッケージ
サイテックコーディネーター制度

岡大研究推進機構の活用

岡大IMaCの活用
共創の場の活用

ゲノム編集、ナノセンサー開発、

タンパク質立体構造解析、1細胞解析など

最先端圃場植物解析システム

構築 (第４期中期目標期間中)

岡大工学部、長崎大との連携

他の植物関連拠点、植物関連分野

植物関連拠点連携（PSCAアライアンス）

高利便性・高性能の実験施設・

研究機器

様々な研究資源を最大限活用し、植物科学DXや新たな研究手法、他の拠点、国際研究機関、
民間企業等と連携し植物遺伝資源・ストレス科学の推進と、その社会実装を目指す。

植物科学DXの推進

若手主導の開拓的先

端研究組織

岡山大学ビジョン3.0:

ありたい未来を共に

育み、共に創る研究

大学への貢献
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近隣の住民との交流

㸯㸫㸳 ♫会・地域とのつながり㸸新たなミッション 
 
◊✲所の᪋タ公㛤は㸪一㒊の᪋タで平成 6年から始まり㸪平成 17年から「◊✲所公㛤」として
ẖ年⾜われています㸬所内での一⯡公㛤ㅮ座は平成 4 年から㸪幼⛶園児のレンゲワみ受け入れ
は平成 7 年から⥆いています㸬㏆年は㸪体㦂学⩦㸪サイエンススクールなど㸪ᵝ々なアウトリ
ーチά動も定ᮇⓗに⾜われて㸪地域㸪♫会とのつながりもますます῝まっています㸬 
 

 
 
 
 
大㯏⣔⤫保存᪋タ公㛤
㸦平成 6年 5᭶ 14᪥㸧 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レンゲワみ㸦平成 7年㸧 
 

 

 
レンゲワみ㸦平成 24年 4᭶㸧 

年に１度、研究所公開を行い、研究活動
について紹介するとともに交流を行って
います。

また、高校生を対象にしたサマーサイエ
ンススクール、大学生・高専生を対象に
したサマーインターンシップを開催し、最
先端の研究に直接触れる機会を提供し
ています。

倉敷市民向け一般公開講座の講師を派遣し、市民に
研究の成果や動向をわかりやすく解説しています。

また、圃場整備の一環でレンゲを栽培しており、近隣
の幼稚園、保育園の児童にレンゲ詰みを楽しんでい
ただいています。



2023.05.19 ⽂部科学省ランチミーティング

ゲノム編集技術で⾼品質オオムギを作る

岡⼭⼤学資源植物科学研究所
准教授・久野 裕



⾃⼰紹介・経歴（久野 裕 ひさの ひろし）

北海道⼤学農学部
イネ科牧草の乾燥耐性の研究
北海道⼤学⼤学院農学研究科
イネ科牧草の低温耐性の研究

かずさDNA研究所 特別研究員 2005.4-2008.3
マメ科およびイネ科植物のDNAマーカー開発

福岡に⽣まれ福岡で育つ
（福岡県⽴筑紫丘⾼校卒）

オクラホマ州アードモア

学部 1996.4-2000.3
修⼠ 2000.4-2002.3
博⼠ 2002.4-2005.3

ザ・サミュエル・ロバーツ・ノーブル・ファンデーション 2008.3-2012.1
The Samuel Roberts Noble
Foundation, Inc. 博⼠研究員
バイオ燃料作物スイッチグラスのリグニン遺伝⼦改変

岡⼭⼤学資源植物科学研究所
テニュアトラック助教 2012.2-2018.1

准教授 2018.2-現在
オオムギ遺伝資源の評価と管理
オオムギの遺伝⼦改変技術

植物の遺伝⼦
組換え技術

バイオマス作物
スイッチグラス

Fukuoka Kurashiki
Kisarazu

Sapporo

Ardmore, Oklahoma



オオムギ

> 1,600

1,590 - 449

445 - 130

120 - 20

19 - 0.01

キロトン/年各国のオオムギ⽣産量
2016年-2020年の平均
(FAOSTAT)

世界各地で栽培される主要なイネ科作物
l 乾燥・低温・塩害に強い
l 湿気・⾼温に弱い

醸造⽤、⾷⽤、飼料⽤など様々な
⽤途で利⽤されています。

私たちの⾝近なオオムギ製品

https://www.irasutoya.com/ （いらすとや より）

ビールやウイスキーなどの⻨芽利⽤

⻨茶、⻨飯（押⻨、もち⻨）、⻨味噌などの
飲⽤・⾷⽤利⽤

実は世界の⼤⻨⽣産の
半分以上は家畜の飼料
に使われています

https://www.irasutoya.com/


オオムギの遺伝資源
私が所属する岡⼭⼤学資源植物科学研究所 ⼤⻨・野⽣植物資源研究センター
では、世界各地から収集されたオオムギ遺伝資源を保存・評価・配布しています。

l オオムギ系統保存事業
l ナショナルバイオリソースプロジェクト

アルカリ性⼟壌 中性⼟壌 酸性⼟壌
ストレス圃場でのオオムギ遺伝資源の評価

様々な⾊や形のオオムギの穂(左)や種⼦(右)



オオムギの遺伝⼦改変技術

再⽣個体
（ゲノム改変個体）

カルス化
（細胞の選抜）

1 cm

ゲノム改変オオムギ作成を作成する⼿順

オオムギ
の穂

未熟胚
（種⼦発芽する部分）

再分化
（葉の再⽣）

私たちの研究グループでは、
l 遺伝⼦機能を効率よく解析すること
l 品種改良の時間を短縮すること
を⽬的として、オオムギの遺伝⼦改変技術の⾼効率化を進めています。

l オオムギの遺伝⼦組換えはとても難しいです
→ 岡⼭⼤学は、国内で唯⼀の実施可能機関です。(今のところ)

l 技術を適⽤できる品種が限られています
→ 「品種の壁を超える」ための遺伝学的研究を進めています。



ゲノム編集技術による⾼品質オオムギの開発（休眠と発芽の制御）

種⼦休眠
l 植物種⼦は⼀定期間「休眠」します
l 休眠が短い品種は、収穫前に⾬にあたると穂についたまま発芽してしまいます
穂発芽
l 穀粒の品質低下を招きます
l 世界の穀物⽣産において約10億ドル/年の農業被害があります

Sato et al. 
(2016)

Cas9
ガイド
RNA標的遺伝⼦

ゲノム編集技術
CRISPR/Cas9法

l オオムギの2つの種⼦休眠遺伝⼦（Qsd1およびQsd2）
を標的としてゲノム編集実験を⾏いました。



CRISPR/Cas9法を⽤いてオオムギの2つの種⼦休眠遺伝⼦を改変し、
発芽を抑制することに成功しました︕

野⽣型
ACGCAG

変異型
ACGTCAG

CRISPR/Cas9法

Hisano et al. (2022)

農業の重要被害である穂発芽に強い品種の開発に寄与します。

ゲノム編集技術による⾼品質オオムギの開発（休眠と発芽の制御）



現在の取り組み

l 科学研究費補助⾦ 学術変⾰領域研究(B) 計画班（2022年-2024年）
「イネ科植物の組織分化転換における⾊素体の制御機構の解明」

l 科学研究費補助⾦ 基盤研究(B) （2022年-2024年）
「半数体育種を加速する培養適性の遺伝要因の解明と効率的半数体誘導株の創出」

α-
he

lix

α-helix α-helix

α-
he

lix

Histone Fold 

Domain

CENH3の構造

ゲノム編集技術による
N末端部の改変

TFA3-FP型 TFA3-GP型

細胞増殖に寄与する
遺伝⼦の同定

ゲノム改変技術を使って
品種改良の時間を短縮
する半数体育種法を開
発します。

遺伝学と組織培養技術
によってオオムギの⾊素
体の分化の仕組みを明
らかにします。

染⾊体の分配に
関わるタンパク質

プロプラスチド

葉緑体 アミロプラスト光合成します

⾊素体の原型

デンプンを貯めます

⾊素体はどのように変化するのか︖

Illustration ©2023 chiru.

Illustration ©2023 chiru. Illustration ©2023 chiru.



今後の展望

国内有数のオオムギ遺伝資源
環境適応性・有⽤遺伝⼦研究

オオムギ遺伝⼦改変技術
（国内で唯⼀の実施機関）×

これらの研究資源を活⽤して⾼品質オオムギを作り
環境問題や⾷糧問題の解決に貢献します



植物分⼦を利⽤した
病原菌の感染機構の解明

岡⼭⼤学 資源植物科学研究所
植物免疫デザイングループ
ウーマンテニュアトラック助教

深⽥史美



発表者略歴：深⽥史美

2017 - 2020 マックスプランク陸上微⽣物学研究所（ドイツ）
博⼠研究員

2020 - 岡⼭⼤学資源植物科学研究所 特任助教

植物病原菌の感染機構について研究

2013 - 2017 京都府⽴⼤学⼤学院⽣命環境科学研究科
2008 - 2012 京都府⽴⼤学⽣命環境学部



研究分野：植物病理学

植物病原菌によって⾷糧⽣産の10-15％
（５億⼈分の⾷糧に相当）が毎年失われている

耐病性の改良が、⽣産性向上や⾷の安全確保に重要
Scholthof et al., 2011; Dean et al., 2012; Mansfield et al., 2012



植物と病原菌のせめぎ合い

h7ps://app.biorender.com/biorender-templates (BioRenderより）

https://app.biorender.com/biorender-templates


植物研での⽬標

植物の免疫機構を理解し、
病原菌に強い作物の創出に繋げたい

病原菌 x 植物分⼦
これまで 植物ストレス科学研究



植物は病原菌が来ると免疫因⼦を分泌する

免疫因⼦

免疫反応免疫反応

抗菌作⽤が
あるのでは？



植物の免疫因⼦を病原菌に与えると

胞子

菌糸

コントロール

⿊い細胞
を作った！

植物の免疫因⼦を処理



⿊い細胞の正体は「付着器」
病原菌の感染器官

疎⽔性 ワックス ？
既知の

付着器誘導因⼦

圧⼒を⾼めて
植物表層を
突き破る

植物の免疫因⼦が
ブラックボックス？ 世界初の発⾒！

農薬の標的



仮説：病原菌は植物の免疫因⼦を
逆⼿に取って病原⼒を増す

病原菌は
免疫因⼦を認識
できるようになる

病原菌は
病原⼒を増す

植物は
免疫因⼦を放出

植物は免疫を⾼める

若⼿研究
（2021年 - 2024年）

「植物分⼦の機能と制御」
（2022年-2026年)


